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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 









の行動チェックリスト親版（Child Behavior Checklist：CBCL）、子供の行動チェックリスト教師版（Teacher 
Report Form：TRF）を実施した。そしてこれらの結果について、PDD児をADHDを併存する（PDD+ADHDC）群と併
存しない（PDD）群にわけ、ADHDのサブタイプの一つであるADHD混合型（ADHDC）と比較した。 
【結果】ADHDRSに関して、ADHDC群とPDD+ADHDC群はPDD群と比較して、不注意、多動-衝動性の両得点が有意に
高かったが、これら２群間において有意差を認めなかった。CBCLに関して、ADHDC群とPDD+ADHDC群はPDD群と比
較して、非行的行動、攻撃的行動、外向の得点が有意に高かったが、これら２群間において有意差を認めなか
った。TRFに関して、ADHDC群とPDD+ADHDC群はPDD群と比較して、非行的行動の得点が有意に高かった。そして
ADHDC群とPDD+ADHDC群で攻撃的行動、外向の得点が高い傾向があったが、これら２群間において有意差を認め
なかった。 
【結論】高機能広汎性発達障害児における不注意、多動-衝動性は、注意欠陥多動性障害にみられる不注意症状
や多動衝動性症状の重症度、及び関連症状等が類似しており、両者を併存診断できる可能性が示唆された。 
 以上、本論文は高機能広汎性発達障害児の症候学、診断学に寄与するものと考えられ、博士（医学）の学位
を授与されるに値するものと判定された。 
